	国語科学習指導案

平成２１年１月２１日（水）　５校時

うるま市立伊計小学校　

第５学年　男子０人　女子１人　計１人

第６学年　男子２人　女子０人　計２人

指導者　稲福　盛也



	第５学年

	第６学年

	１　単元名

　目的に応じた伝え方を考えよう
教材名

「ニュース番組作りの現場から」
	１　単元名
　筆者の考えを受け止め、自分の考えを伝えよう
　教材名

「平和のとりでを築く」



	２　単元の目標

　◎文章構成をつかみ、要旨をとらえて、ニュース番組がどのように作られているかを知り、伝えたいことと伝える方法について興味を深める。

	２　単元の目標

　◎筆者が訴えたいことを読み取り、それについて自分の考えをもつ。


	３　単元について

	（１）教材観

　〈５年生〉

　　　本教材は、ニュース番組の特集の作り方についてまとめた文章である。時間にそって、報道

スタッフの役割や情報収集、編集会議のあり方、伝えたい内容の絞り込み方等が分かりやすく

整理されている。その点では、本教材はニュース番組の作り方に関する情報提供としてだけで

なく、時系列に沿って大事な事柄に注意して読み取る文章としても適している。

　〈６年生〉

　　　本教材は、原子爆弾によって「傷だらけ」となった物産陳列館が、多くの平和を願う心によ

　　って、世界遺産「原爆ドーム」となった経緯を述べた文章である。日本人としてぜひ知ってお

きたい史実と、それが世界の遺産となった意味についての筆者の考えを丁寧に読み取っておき

たい。それによって、いかに多くの人々が、現在において「平和」を希求しているかが分かり、

次単元への動機を与えることにもつながる。

○ 普段当たり前だと思っていることも見方、考え方を変えてみるといろいろな考え方や見方が
できる。説明文の学習を通して、文章に書かれている事実や筆者の考えを異なる意見の立場か
ら見たり、考えたりさせることは、その内容を広い視野で捉えることができる。また、異なる

意見の立場から見方や考え方に触れることで、多様な考え方に気づき自分自身の見方や考え方
をはっきりと示すことができるようになる。本教材では、要旨や要点を読み取らせる過程で、
事実や筆者の考えを異なる意見の立場から見たり考えたりさせることで、児童に多様な考え方
を導き出させることを押さえたい。
　
	

	（２）児童観
本学級の児童は５年生１人、６年生２人で構成される複式学級である。
５年生の女児は人前で話すことが大変苦手で、自分の気持ちや経験したことを自分の言葉にして、少しずつ相手に伝えることを頑張っている。６年生の男児は、二人とも読書が好きで語彙力は豊富である。人前で自分の考えや意見を発表する際も、考えをまとめながら発表することができる。

また、アンケートの結果から、児童は国語の時間は好きであるが、「文章を書くこと」は自

分の気持ちを伝えることが苦手という理由などから嫌いだということが分かった。他には「話

したり聞いたりすること」や「教科書等の文章を読むこと」「漢字や語句の学習をすること」

については好きと答え、国語の勉強は将来に役立つと考えていることがわかった。

	

	
	児　童
	実　態
	支　援
	
	

	
	A児（５年生）
	・自分の気持ちを伝えること頑張っている。

・要点をまとめることを頑張っている

	・ゆっくりとあせらずに話ができる雰囲気を作る。
・時間をかけ丁寧に、指導したことを確認しながら進める。
	
	

	
	B児（６年生）
	・物事がきちんと進まなくても焦らず頑張るように努力している

・自分の意見発表する場面では、発表に集中するように頑張っている。
・新しいことの呑み込みは早く、器用にこなすことができる。

	・授業の進め方などはきちんと把握させる。

・失敗やできないことは恥ずかしくないという雰囲気を作る。

	
	

	
	C児（６年生）
	・のみ込みはゆっくりだがコツをつかむと上達が早くなる。
・いつも穏やかに授業にのぞむことができる。周りのことはあまりきにならない。


	・最初は丁寧に説明し、じっくりと課題に取り組ませる。

	
	

	（３）指導観

　〈５年生〉

　　　本教材ではまず、ニュース番組制作の現場について書かれた文章を読み取らせる過程で、取

材を通して情報がどう集められるか、撮影やインタビューの手順、さらには映像の編集や原稿

の書き方などの全体の流れをしっかりとつかむことを指導したい。そして発信者の意図や願い

がどういうものであるかを汲み取らせ、それに対する自分の考えをもつように指導したい。

　〈６年生〉

　　　本教材では、これまでの学習の総まとめとして、内容的にも社会性のある事柄について学習

し,教材文をきちんと丁寧に読み取らせながら、「平和」というテーマに関わる自分なりの考えを持てるようにしていきたい。そして現代社会に目を向け、今でも戦争で苦しんでいる同世代の子供がいることを考えさせ、これからの社会のあり方は自分たち自身の問題として考えさせたい。
○ 説明文の指導として重要なものは「要点」をとらえさせることである。文章の「要点」をとらえさせる指導において、主語・述語・キーワードを見つけ出させ、それらを短い一つの文にまとめさせることが効果的である。
直接指導では、自分の考えを整理することに有効なマインドマップを活用し、見つけ出した語句を相互の関係を考えながらスケッチブックに書き写させることで自分の考えを整理させる。更に書き写した語句の後に自分の感想や考えを追加させたり、反対の立場での意見を追加させたりすることで、多様な考えを導き出させることにつなげたい。そして授業の終わりにまとめとして発表交流の場を設定し、「今日の授業でわかったこと」を発表させる。感想の交換や簡単な質疑応答をさせることで、再度自分の考えを見つめ直す機会を与え、友達の考えの良さにも気づかせたい。
間接指導では、児童が主体的に学習できるように学習の流れを掲示し一人学びができるようにする。6年生は交代でリーダーを決め、リーダーの指示に従って学習を進めさせる（ガイド学習）。また、ワークシートには異なる立場からの意見を書かせることで、自分の考えが深まるように指導したい。

	

	４　評価規準と指導計画

	（５年生）

	国語への関心・

意欲・態度
	話す・聞く能力
	読む能力
	言語事項

	①ニュースを探して伝えることに関心をもち、伝え方や内容を工夫しようとしている。

	①自分の伝えたいことや意図が分かるように、話の組み立てを工夫しながら、適切な言葉遣いで話す。
	①番組作りの大切な点を

的確に押さえながら報

道スタッフの願いなど

を読み取る。

②自分たちが番組を作る

ために必要な事柄を時間の順序にしたがって段落ごとに読み取る。
	①ニュースの文章構成

の特徴を理解する。

	

	時
	学習活動と留意点
	評　　価
	評価
方法

	
	
	関心
	話聞
	読む
	言語
	

	1
	○全文を通読し、初発の感想を発表する。

・興味を持たせるために、実際のビデオを視聴させる。

・マインドマップに初めて知ったことや興味を持ったことを書かせる。

○「新出漢字」と「言葉」の学習をする。

・筆順をしっかり押さえさせる。
	①
	①
	
	
	ワークシート

発表

	２

・

３
	○教材文の全体構成を理解させ、過程を表に整理する。

・大きなまとまり１，２は教師と一緒に整理しながら、教材文への着目の仕方を指導する。

・時間の順序に従って読み取らせる。

・放送日○日前という言葉に着目させる。

・マインドマップに実際に行った作業を書かせる。
	
	①
	①
	①
	ワークシート

発表

	４
	○「特集」がどんなきっかけで作り始められたのかを理解する。

・第１段落を丁寧に読ませ、要点をワークシートに書かせる。

○それぞれの仕事はスタッフの協力があることを知る。

・番組が出来上がる過程を５つに分けさせる。

○番組作りの各過程（１・２）で大事なことや気をつけることを読んでまとめる。

・「話題選び」のまとまりを教師と一緒に整理し、作業の手順を指導する。

・マインドマップに「大事な点や気をつけること」を書かせる。
	
	①
	①
	
	ワークシート

発表

	⑤

本時
	○番組作りの各過程（3～5）で大事なことや気をつけることを読んでまとめる。

・「インタビューや撮影」のまとまりを教師と一緒に整理し、作業の手順を指導する。

・マインドマップに「大事な点や気をつけること」を書かせる。
	
	①
	②
	
	ワークシート

発表

	６
	○番組作りの努力や願いについて考えまとめる

・読み取ったことを自由に出させる。

・導入に見たビデオをもう一度視聴させる。


	①
	①
	
	
	発表

	７
	○自分がデスクだったら、どんな特集をしたいかを考える。

・教材文最後の段落に着目させ、しっかりと要旨を捉えさせる。


	①
	
	
	
	ワークシート

	（６年生）

	国語への関心・

意欲・態度
	話す・聞く能力
	読む能力
	言語事項

	①筆者の訴えを受けて自分なりの考えをもち、「平和」について関心をもって読んだり、話し合ったり、書いたりしようとしている。
	①自分の伝えたいことや意図が分かるように、話の組み立てを工夫しながら、適切な言葉遣いで話す。
	①「平和のとりでを築く」

という題名が意味することに注意しながら読む。

②筆者の考えをまとめ、

自分はどのように考えるかをまとめる。
	①文章にはいろいろな構成があることを知り、適切なものを考える。

	

	時
	学習活動と留意点
	評　　価
	評価
方法

	
	
	関心
	話聞
	読む
	言語
	

	1
	○全文を通読し、初発の感想を発表する。

・これまでの平和についての学習体験を想起させる。

・「この、その」などの指示語が何を示しているか考えさせながら読ませる。

・マインドマップに初めて知ったことや興味を持ったことを書かせる。

○「新出漢字」と「言葉」の学習をする

・筆順をしっかり押さえさせる。
	①
	①
	
	
	ワークシート

発表

	２
	○４つの大きなまとまりに分けて文章の構成を理解する。

・題名から読みの課題を共通理解し全文を読ませる。
・形式段落に分け、さらに意味段落に分けさせる。

・大きなまとまり１は教師と一緒に作業し手順を指導する。
	
	
	①
	①
	ワークシート

	３
	○原爆ドームやその保存への道のりについて読み取る。

・マインドマップに課題を解決するために、手がかりになりそうな言葉をひろい出させ書かせる。
	
	①
	①
	
	ワークシート
発表

	４
	○世界遺産に認められる過程を読み深める。

・原爆ドームが世界遺産に認められた意味を読み取らせる。

・マインドマップに原爆ドームのたどった歴史と人々思いと関係のある言葉を書かせる。


	
	①
	①
	
	ワークシート

発表

	⑤

本時
	○⑫と⑬はどちらが重要か判断させる。

・文章構成に着目すれば筆者の伝えたいことが捉えやすくなることを助言する。

○筆者の伝えたいことに対しての考えをまとめる。

・筆者の伝えたいことを確かめるための視点を確認させる。

・筆者の伝えたいこと読み確かめる視点もとに自分の考えをマインドマップに書かせる。

・筆者の伝えたいことを、根拠を明らかにしてまとめさせる。


	
	①
	②
	
	ワークシート

発表

	６

・７
	○自分が発信したいメッセージをまとめる

・平和に関してもっと知りたくなったこと、感じたことを出させ問題意識を高めさせる。


	①
	①
	②
	
	ワークシート


	５　本時の指導（５/７）

(1) 目標

○番組作りの各過程で大事なことや気をつけることを読み取り，理由をつけて説明する。
(2) 授業仮説

○自分の読みをまとめる場面で，大事なこと，気をつけることを整理してマインドマップを作成させることで，大事なこと，気をつけることを読み取ることができるであろう。

○自分の考えを発表する場面で，根拠を示して
発表させることで，多様な考えを導くことができるであろう。

(3) 展開　　　（５年生）
	５　本時の指導（５/７）

(1) 目標

○筆者の伝えたいことをまとめ，理由をつけて説明する。
(2) 授業仮説

○自分の読みをまとめる場面で，筆者の主張を整理してマインドマップを作成させることで，筆者の伝えたいことを読み取ることができるであろう。

○自分の考えを発表する場面で，根拠を示して発表させることで，多様な考えを導くことができるであろう。
(3) 展開　　　　（６年生）

	留意点と評価
	学習内容と活動
	指導過程
	学習内容と活動
	留意点と評価

	・難しい語句は印を付けさせる。
	①音読をする。
	ふりかえる
	つかむ
	①学習課題をつかむ。
	

	
	②学習課題をつかむ
	つかむ
	
	②段落⑬と⑭についてどちらが重要か考える。

③筆者の伝えたいことをまとめる。

・マインドマップに，確かめる視点にそって自分の考えを書き込んでいく。

・自分の考えを整理してワークシートにまとめる。



	・リーダーの支持にしたがって進めるガイド学習で進めさせる。

・筆者の伝えたいことを読み確かめるための視点を持たせる。

【読】

・筆者の考えをまとめることができている。


	・大事なことや気をつけるが「特集」で学習したことと関連することを知らせる。
	③番組作りの過程で大事なことや気をつけることを読み取る。

・関連語句をマインドマ　ップに書く


	　　　　

調べる
	調べる


	
	

	・話題選びの過程
は教師と一緒にする。

【読】
・大事なこと気をつけることを的確に読み取っている。
	④読み取ったことをワークシートにまとめる。
	
	
	
	

	・見やすい描き方を工夫させる。


	⑤今日の授業でわかったことを発表ボードにまとめる。


	深める
	深める
	⑤今日の授業でわかったことを発表ボードにまとめる。
	・見やすい描き方を工夫させる。



	・質問を考えながら発表を聞かせる。
【話す・聞く】

・自分の伝えたいことや意図が分かるように話の組み立てを工夫しながら適切な言葉遣いで話している。


	⑥自分のまとめたことを発表する。

・根拠を示しながら考えを発表する。

・友達の発表の良いところ，自分と違うところを考えながら聞く。

⑦次時の予告をする。
	まとめる
	まとめる
	⑥自分のまとめたことを発表する。

・根拠を示しながら考えを発表する。

・友達の発表の良いところ，自分と違うところを考えながら聞く。

⑦次時の予告をする。
	・質問を考えながら発表を聞かせる

【話す・聞く】

・自分の伝えたいことや意図が分かるように話の組み立てを工夫しながら適切な言葉遣いで話している。

	(4) 評価
○番組作りの各過程で大事なことや気をつけることを読み取り，理由をつけて説明することができたか。

	(4) 評価
○筆者の伝えたいことをまとめ，理由をつけて説明することができたか。




































ーめあてー


筆者の伝えたいことをまとめよう。





ーめあてー


大事なことや気をつけることを見つけよう。





　　　は間接指導





同時間接指導
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